
























































 最近 9年間（2006年～2015年）で、日本酒の国内課税数量が 717千㎘から 550千㎘へ
23％も減少する中で、日本酒の輸出数量は 10千㎘から 18千㎘へ 80％も増加した。特に、
2009年から 2015年までの 6年間、輸出数量と輸出金額ともに毎年過去最高を更新してい
る。この間、輸出比率も、1.9％から 3.2％へ急伸した 3。2015年の国別輸出数量は、①アメ
リカ（シェア 26.3％）、②韓国（同 18.5％）、③台湾（同 11.6％）、④香港（同 9.6％）、⑤中
国（同 8.7％）の順であり、上位 5か国で全体の 74.7％を占める。また、国別輸出金額では、
①アメリカ（同 35.7％）、②香港（同 16.3％）、③韓国（同 9.7％）、④中国（同 8.4％）、⑤
台湾（同 6.3％）の順であり、上位 5 か国で 76.4％を占める 4。2015 年の輸出製造業者数
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新潟県の清酒製造業は、出荷量 46 千㎘（全国シェア 8.2％）と兵庫、京都に次いで全国
第 3位であり、酒蔵数は 90社で全国第 1位である。「地酒ブーム」の発祥の地であり、酒
質は「淡麗辛口」に代表される。また、製品の「高級化」が進んでおり、出荷量に占める「特

















者数は 61社（全製造業者の 67.0％）と第 1位である。組合の副会長で輸出振興を担当して
いる尾畑酒造（株）平島健社長によれば、「日本酒の輸出は、伸びしろがあり、期待が持て





























































































































































































































































                                                   




























「特別リポート 日本酒 さらなる海外普及に向けて」『ジェトロセンサー』2015年 3月
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13 同上書 
